
琉球大学学術リポジトリ

リュウキュウマツ林の施業に関する研究1

言語: 

出版者: 琉球大学農家政工学部

公開日: 2012-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 砂川, 季昭, Sunakawa, Sueaki

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/23289URL



リュウキュウマツ林の施業に関す る研究 Ⅰ
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近年, リュウキュウマツはその需要が激増 し,特にパルプ適材として林業関係者の注目を集めてい

る｡

リュウキュウマツは幼時における成長が良好で,又,どこにでも生育する郷土針葉樹櫨であり将来

は沖縄の経済は勿論沖縄林業にとって重要な位置を占める樹種であろうと考えられる｡そのため, リ

ュウキュウマツ林の林分構成,成長量,更新方法等について調査を進めているが本稿では広葉樹との

混交林における生育状況について報告する｡

沖縄本島北部の奥官有林において 1959年 6月と 1960年 1月に第 1回目の調査を行い,1960年

12月に第 2回目の調査をな したが,第 1回目の調査は,琉球政府林務課の委嘱をうけて行なったもの

であり,報告書はすでに提出済みであるが,本稿ではその概要を述べることにする｡

第 1回目の調査は,林務課計画係長草城共栄氏の御好意によって調査の機会と色々の御援助を頂き,

現地調査には,林業試験場松本当三氏,並びに奥担当区主任束若実氏の御協力を得,資料の整理に関

しては,林学科学生前新正太郎,向井富士雄両君の御助力を得た｡

第 2回日の調査は,大学当局の研究助成費によって行なったが,現地調査ならびに資料整理に当っ

ては,林学科学生国仲清市,向井富士雄,比嘉政吉,平田永二各君の御世許になった｡記 して感謝の

意を表する次第である｡

2 現在までのリュウキiウマツ施業の概念

琉球におけるリュウキュウマツ林の施業および それと関連する事項を軽々の文献から概略抜琴する

と次の如くである｡

約 200年前,察温によって述べられていることは,16)17)

1) 抱護の山 (保安林)は堅 く密閉することが大切で,特に辰 (東南)氏 (西北)蕊 (北東)莱 (南

西)の方向に欠ける所があると風害が甚 しい｡

2) 総 じて樹木は蔭潤を好み乾燥を忌む｡今,山林興廃の実状を考えると,樹木の密生 した所は,

互にその蔭潤によって茂生 し,疎生する所は蔭潤に乏 しくて襲え易い｡又,樹木にはマツの如く日当

りを好み乾燥に堪える陽樹もあれば,イヌマキ,イジュの如くあまり日光を好まぬ陰樹もある｡故に,

造林するときは,適当に陽樹 と陰樹の混浦を計 り,なるべく密植 してその蔭潤を増すように按配する

こと｡

*琉球大学113･家政工学部林学科
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3) マツは苗植えよりも実植えがよい｡苗楠は大木になって後腐朽 し易く良材とならない｡土地は

嶺地1)又は平地中なるべく広い場所を選び,2,3尺ほど打起 し,十分草木の根索を取除き,更に又植

えをなし,5,6回雨に打堅めさせた後に植えること｡

4) マツの桂子は9月頃実の皮が赤く色づいて割れかかったものを採取する｡

5) マツ酉は,実の付いたマツの近辺の土地を起 しておくと, 自然下種 して蔚え出る｡故に,薪炭

その他の用木等を伐採するとき所々に母樹を残存すると苗が得易く天然下桟の造林となる｡

6) 薄の山野で高さ 5,6尺も茂った場所は,その薄が既に抱護である｡これを魚鱗形に切り開い

て諸木を植栽すること｡魚鱗形の明け方は,甫径 4,5間ほど切開き,薄抱護は構 3尺ほど残すこと｡

7) 茅の茂った所も魚鱗状に開いて植樹すること｡その魚鱗形は,甫径 1問位,茅抱護は,構2尺

杖にすること｡魚鱗形は,大体三角形,四角形場所によって適宜に開くこと｡

次は,沖縄県山林会報第 5号9)にのっている座談会からの記事抜琴であるが,

1) マツの播穣造林は山を焼いた方が結果がよい｡

2) 手入れが充分に届くところなら,山を焼かず,筋刈を行なって造林 しても良い｡

1942年,黒沢持恭民 望)は,｢海岸防風林はリュウキュウマツを主林木とするのが良い｡これは幼時の

成長は遅いが,塩風に耐え得る力が強いのと,老令まで生存 し,樹高も相当高 くなるから防風効果が

強い｡尚,幼時の生育を促進するためには,ソウシジュやヤラボなどを混植するのが良い｡｣

1950年度第 1次編成の経営案説明書14)には,

1) リュウキュウマツの伐期令は,期待径級を 30-40cm として 40年とする｡

2) 天然下位ならびに人工下位によるリュウキュウマツの更新につとむる0

3) 幼時に密生させ徐々に広葉樹の混清を計 り,夫々林木の形状用途に基き適切な施行をなす｡

4) 作業程は,皆伐用材林作業であるが,裸伐式皆伐は,陽光の強射による土壌の悪変および強風

の猛威その他被害防止上危険が大なるため,保残木保護樹ならびに保護樹帯を考慮 した魚鱗形の,又

は択伐思想を加味 した群落択伐即ち区分皆伐を行なうこと｡

5) 保護樹は,可成枝下高く,適直で,利用価値の少い樹種で,樹冠の枝葉過密ならざるものを普

偏的に残すこと｡

6) 保護樹は,保残木でないので,更新樹種が保護を要 しない程度に発育 したときは遅滞なく除去

すること｡

7) 伐採に当っては,皆伐の字句に提われず,更新林分保護の観念からして魚鱗形の伐採をする｡

この伐採方法は,暴風に対 し,外面嶺筋に保護樹常を置き,内面を伐採 して此処に植栽 し,その形を

魚鱗形にする｡即ち,直径 50-100m 程度の孔状皆伐区を設け,その外側に約 10m 幅の樹林地を

置きたるものを数多く設け,その形恰も魚鱗の状を呈するように し,孔の合計両横は,伐採予定面積

の約 70-8070,保護樹帯は,2070内外とする.然 し,伐採面は必ずしも魚鱗形に限ることなく地形,

林況 (特に保護樹の樹高),風衝の程度,土地の乾燥等に応じて変化を加え,保護樹帯により伐採面積

内植裁樹木を抱護 し,海風,暴風に直面せ しめず,造林木の安全な生育を期待する｡

1956年,頁栄城守金氏3)は,

1) 発芽成横および上長成長峠,全面焼払い,全面刈払い,条刈の順となっている0

2) 上長成長は,時期により差があり,3月,4月が成長は旺盛で 12月,1月,2月は殆ど停止状

態にある｡

1958年,中村賢太郎博士5)は,林業視察報告書に,

1)察温は造林地を地形上より分類 して峰地,瓶地,澗地の三種とし,峰 地は450-650の急傾斜地,
嶺地は 450以下の綬傾斜地,澗地は両川の間の平地としている｡
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1) 1957年 11月 19日の項より,本部半島には, リュウキュウマツが多く,天然下種が容易であ

るという｡ イジュが混生 しているのもある｡マツの割合を多くするための手入れは重要である｡(以

上本部半島)

リュウキュウマツには,住民の愛着があるらしく,かなり台風の害をうけているが,風害を受け易

いという非難はもっぱらモクマオウにむけられている｡ モクマオウは一見粘れたように見えるが,幹

から新芽がさかんに出はじめている｡幹が折れたのもあるが,存外早ぐ匪復すると患う｡ リュウキュ

ウマツは,成長がおそく,かつ潮の害をうげやすいから,アダンと共に海岸-植えられるものはモク

マオウしかない｡(以上今帰仁)

2) 同年 11月 20日の項より

辺野書の国有林では,かってクスを造林 して失敗 したということで,その残骸であるクスが見られ

る｡スギの適地は少いから,将来の造林は,リュウキュウマツやモクマオウを主体とすべきであろう｡

(以上辺野暮官有林)

演習林にも幼令のマツ林に,節間が 2m 以上のものがある｡1年間に成長 したと信 じている技術者

が多いが,わた しは疑問をいだいている｡すなわち,宮崎県轟罵市にある日本パルプのクロマツ造林

地に,4年生で1本も枝がない個体があることが発表されているから, リュウキュウマツでも杖を出

さないで,翌年の成長がはじまることがあってもふ しぎでない｡

しか しながら,肥沃地では,その成長がすぼらしくさかんであることは確実である｡要するに, リ

ュウキュウマツの信者が多いが,幼時の成長はさかんであっても,クローネがひろがる傾向があって,

壮令林の立木本数をかなりへらす必要があるため,樹高が大きくて,立木本数が多いモクマオウにく

らべると,伐期平均材稽成長量が劣ると思われる｡(以上与郷琉大演習林)

3) 同年 11月 26日の項より,

放牧地のあと-, リュウキュウマツを植えているが生育が悪い｡ モクマオウを混ぜて舘木を密に植

えてみたらどうであろうか｡凧あたりが強い上に,土地が極端にやせているようであるから,酉木を

密に植え施肥によって成長をさかんにする必要があると思う｡風徳地では造林地の周囲数列だけ商木

をとくに密に植えることが望ましい｡(以上八重山)

4) 同年 12月 3日の項より,

lJユウキュウマツの疎林は,モクマオウを補植すべきであろう｡ リュウキュウマツの信者たちは,

モクマオウの被圧によってリュウキュウマツが害をうけると称 して反対するが, この事実はモクマオ

ウが有利であることを証明するひとつの資料である｡(以上宮古)

5) これからの林業技術の項より,

リュウキュウマツも材横成長量に関する調査資料がないが,肥沃地における幼時の成長がすぼらし

いとしても,杖をひろげやすい樹形から判断 して,思いのほか少いと想像する｡ モクマオウとの得失

を検討することが急務であるが,現在の要造林地では,まずモクマオウを植え,その次に土地がよく

なってからその部へ リュウキュウマツを造林することになるであろう｡ なお, リュウキュウマツでは

甫木植付とヂキマキとの損失を比較することも重要である｡天然の分布で造林問題を解決することは

適当でなく,外来樹種の天然更新が実行 し易いばあいがあるのに反 して,固有樹種の人工造林がなか

なか成功 しないことがある｡ともかく造林ほどむつか しいものはなく,一般論は危険である｡

6) パインと国土開発の項より,

リュウキュウマツは,水源滴葦や国土保安に有害であるという人があるが,マツ林は天然林に劣る

としても,プラスの程度が少いだけで,マイナスになるとは考えられない｡たとえ一歩をゆずるとし

てもこれを皆伐 して林地をはだかに し,木材の生産をあきらめることが許さオ1るであろうか.朝鮮の

アカマツ林のように地表がはだかであれば,森林の効用を期待できないが,地表が完全におおわれて
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いるなら̀ば不安はあるまい｡これに対 して森林を伐採 したら大雨の呼どうなるであろうか｡なお,下

木として広葉樹を植えれば森林の効果がいちじるしく良くなる｡

又,同博士の =これからの林業のありかだ '6)にも同上の事が述べられている0

1959年,大山保表教授11)は,

1) リュウキュウマツは,発生年の立ちおくれや,幼時の伸 長成長量の差による毎木の樹高差が,

直径成長,幹材横成長,生産葉量,枝条材横成長などに密接な関係をもっている｡

2) 樹高成長畳は 1.-2年生の間は割合に小さくて庵水間の差も小さいが,2.-3年生境より全般的

に成長量が高まって毎木間の成長差も大きくなり,4-5年生以降は,毎水間に梅めて大きな成長勾配

を示すもの,2-3年生の成長勾配よりも小さい成長を示すものなど,毎水間の成長差が大きくなって

いる｡

3) リュウキュウマツの優良林の育成には,できるだけ多くのタネを播き付けて, しかもできるだ

け発芽を促進して発芽を揃え,かつ多数の発芽稚樹間の生育の差により相互間陶決を経たできるだけ

樹勢の高い平均木以上の生育本数を高めることが肝要である｡

1960年,大宜味朝栄氏8)は,

1) 海抜高を増すに伴い自然植生の侵入,繁茂に基ずくため概ね生立本数が少くなる｡

2) 下位即ち発生年次の遅速が成長,形質に影響する一因と思われ,年の経過と典に一般に不良と

なり,期待年度以降2年間内に発生 したものは多くは更新に参加 し得たリュウキュウマツであると考

えられた｡

3) 竹林中では, リュウキュウマツ母樹を見出すこともあるが, リュウキュウチクの繁茂につれ,

更新マツは皆無又は僅少となり成長状態が悪く頻死,枯死木が多い｡

4) 以前,ホテイチクの栽培地に火入地桁をなして リュウキュウマツの更新を企てたが,ホテイチ

クが優占しており,既存竹林は単なる火入れでマツ更新を期待することは不可能と思われる｡即ち,

深耕地桁,地下茎取捨を図る必要がある｡

5) リュウキュウマツ天然更新の成否は,樹木の性質上,樽に日照度に重要な因子がある｡

1960年,林坤茂,林文鎮両氏19)は,

1) リュウキュウマツを,琉球の造林樹種として第一に推奨 したい｡

･2) なるべく枝張りを少くし,単位面積の材横収穫を多くするためには,ha当り 4,000本の密櫨

を任とする｡

3) 天然下種のリュウキュウマツ助命林は,早期に補植 し,充分な下刈保育を加えて,なるべく一

斉に育てたい｡

4) リュウキュウマツの単純林は,虫害にかかりやすいので,広葉樹と混植 して.未然に防がなけれ

ばならない｡

5) 台湾では,松毛虫の発生が年々多くなり,森林保護上の大問題となっている｡ 琉球では松毛虫

の発生が無いと聞くが,キクイムシの害をまぬかれないからソウシジュ,ヤマハンノキ,モクマオウ

等の広葉樹と混植することが肝要である｡

6) 台湾のリュウキュウマツ造林は,すべて笛木植栽によるものであり,そのため,1952年から大

面横の西畑を数個所新設 したが,最初は,西畑土壌に松の根菌欠乏のため,発芽 した幼闇が赤変萎締

してなかなかのぴず,好成績をあげることがセきなかったが,その後,育苗技術の研究改善と松苗の

適作によって, この問題を解決 し,1年生苗木を山出しできるようになった｡その点,琉球では,種

子も沢山あり,ほとんどの林地は,かってマツが天然に生じていた所で,板閣欠乏の心配もなく,直

播造林によって,容易にマツ称を造成できる｡今後共直播造林によって, リュウキュウマツ人工造林

地をどしどし拡大されたらよいと思う｡
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1960年,大政正隆博士10)は,適地を選んで,リュウキュウマツと在来有用樹の混交林をつくること

を推薦され,

国書清保氏1)紘,モクマオウ,ヤマモモ, タイワンハンノキ, ソウシジュ等との混交林養成をすす

めておられる｡

竹原秀雄技官 18)紘,沖縄本島北部に,大面横に造林をなすための樹種として, リュウキュウマツを

すすめておられるが,造林の方法として,植樹によって確実に成林させる事をもう少し考えるべきで

あろうと述べておられる｡

琉球政府経済局林務課民有林係15)では, 1) 琉球において,自然条件に最も適合 した造林樹榎はリ

ュウキュウマツである｡

2) 造林上の欠点を克服するために,下種造林は全て人工下種によるべきである｡

地桁は,尾筋や夙衝地を残 して全米llする｡ 下草の繁茂のはげ しくない所は筋刈 してもよい｡播種の

時期は,11月から翌年の1月までで,播種畳は,lm 当り21の種子を 6.000穴に1穴 15-20粗粒

度下種する｡

3)●笛木養成を行なって植栽造林を推進する｡

秋に採取 した種子を,西畑に播種 して,翌年の秋から冬にかけての適期までの間に根切りや床番を

2.-3回位行なって,一年生西木を 11月から翌年の1月まで造林する｡

造林地が平抱で表層土が深いような林地では,宮古地方で行なわれている方法によるのもよい1)0

4) マツ林経営の目標を,パルプ原木用材生産におく｡パルプ原木は,大体胸高直径 16-20cm 大

で,丸太の長さは大体 2m 前後,1本の立木から 4,5本採材するとして,末口径 6cm 以上とする

と,ha当立木本数は,2,500-3,000本が適当であろう｡

5) 広葉樹との混交か肥料木や地床植生の導入によって地力維持を計る｡

混交樹程は,イヌマキ,イジュ,シャリンバイ,モッコク, ソウシジュが適当であろう｡混交の割

合は,リュウキュウマツの伐期を 20年とすると,伐期における立木本数を 3,000本とし,混交の割

合を●6:4から 7:3にする｡

6) 母樹は,平担地で ha当り 50本,傾斜地では沢筋に少く峰筋に多く平均 ha当り70本年す

る｡

名村二郎技官7)は,マツ造林に際 して,母樹保残による天然下位更新を検討されたい｡ と述べてお

られる｡

最後に 1960年第2次編成の経営案艶明智 14)によると｡

.1) 伐期食滞を 25-40年とする｡ 2) 将来の更新期待歩合を 409ちとする｡ 3) 作業程は皆伐

用材林作業級とする｡ 4) 伐採方法は,尾根部には幅 20-40mの抱老樹滞を設置し,防風効果が期

待されるように,地形により 2-5ha程度の皆伐区を画 し100肇o皆伐を原則とする. 5) 掩護樹滞,

岩石地,急峻絶壁払 崩壊地,播審地等防風防潮,治山治水及び跡地更新上支障があると認められる

地域は区画 して適宜伐採見合せ又は択伐とする｡択伐歩合は 10-3070とする｡ 6) 人工下観によっ

て更新する｡ha当り 4,500本とする｡ 7) 天然林伐跡地の中腹以下は,蒲 1年後には,潮芽が 1m

内外になるから,潮芽の繁茂 しない期間に植付又は播榎するよう開窓すること｡ 8) 保護樹帯につい

て,本編成に当たりては,小社として区間をしてないが,普通林地両横より控除し得るよう考えてあ

るので,実行に際しては,魚鱗形皆伐の趣旨に基づいて分配に恵を注ぎ,保護樹帝として適宜区画を

必要とする｡

1)宮古では,造林地の中の何カ所かを桝擬 して,そこに リュウキュウマツの種子をまいて,30.-

40cm 位の丈になった頃に,その臨時苗畑の周辺に闇を引いて行なって植えつける｡
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普通林地収穫調査のときは,本掛澗を設定 し,その趣旨に沿うて,常に健全なる林相を保持させる

必要があるので,皆伐を許さず,択伐による方針であるが,本林の性質上広葉樹だけの純林とする必

要がなく,本林中には, リュウキュウマツの稚樹混交 している所があるので,極力之が保護保育を施

行 し,林位の向上を計らんとす｡

択伐歩合は,本樹帯の使命遂行上支障なき限度において,現況に応 じて加減すべきであるが,台風

等の関係により,大体蓄積の 10-30% を標準とし, 也径 20cm 以上の用材だげを伐採するものと

する｡

以上,色々と引用 したが,要約するとつぎの如くなるであろう｡

1) 更新は,古くから下位更新がおこなわれ,現在も重視されているが, 植樹造林も考慮されてき

ている｡但 し,苗木植付と直播造林の得失を検討する必要がある｡ 2) 下種更新のためには,火入れ

をした方がよいのではないか｡ 3) 下種更新の際,発生年次の遅速がないように発芽を揃える｡ 4)

幼時はなるべく密植させる.I 5) 広葉樹や肥料木との混交を計かる. 6) 保護樹帯を考慮する.

7) 皆伐作業が原則であるが,孔状皆伐か択伐思想を加味 した伐採を行なう｡ 8) 木材利用の面より

従来の伐期令 40年に対 して伐期引下げの問題がある｡

琉球政府経済局林務課民有林係では,伐期 20年を予定 し,計画係では官有林に対 して 25-40年

の,幅をもたせた伐期令を決定 している｡

3 現在のリュウキュウマツの生育状況

沖縄本島,宮古,八重山について筆者が現在までに概観 した状況を大凡述べるとつぎの如くである｡

1) 沖 縄 本 島北 部 山岳地帯で,中央部は殆どが広葉樹で占められているが,海岸の近くは所々

に小団状に リュウキュウマツが生育 しており,またマツと広葉樹との混交林が散見される｡樹令は 20

年前後あるいはそれ以下のマツ林が多く,老令木は遣路傍に僅かに残っている程度である｡なお, 40

年前後のマツは広葉樹との混交状態で交通不便な奥地に残っている｡

2) 沖 縄 本 島 中部 比較的多くのマツ林がみられるが,その殆どが軍用地内にあり住民の立入禁

止地域であるが,樹令 20年以下のマツが生育 している｡

3) 沖 縄 本 島商都 平担地が多く山らしい山はなく小丘陵がみられるに過ぎない｡ 農業専業地帯

で,マツ林は点在的にあるいは小団地に僅かにみられるが,主として兼城村,東風平村に若干見られ

他の市町村には殆どマツ林らしい林は見当らない｡

4) 宮 古 地形は沖縄本島南部に似ているが,南部に較べるとマツ林は多い｡矢張 り樹令 20年前

後あるいはそれ以下のマツ林が主体である｡

5) 八 重 山 八重山は,石垣島と西表島が主なものであるが,沖縄本島北部と地形を略同じくし

可成りの山岳地帯がある.山岳地柿は広葉樹で占められ, マツはLL卜岳地郡と平地の間,あるいは平手｡

地の一部に生立 している｡樹令は 20年前後あるいはそれ以下のものが多く,成長は良好の如くであ

る｡

以上概述 したが,所有形態別にみると官有林 (元国有林)は 沖 縄本島北部と八重山群島西表島にあ

り,他の地区は公有林 (市町村有が多く私有は僅少である)で占められている｡全般的には 20年生

以下の林分が多く,殆どが下種更新で,植樹造林も一部にはみられるが,一般に手入れがなされてお

らず,ha当成立本数は概 して少ないように思われる｡
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4 諏査地の概況

調査地 Ⅰ,調査地 ⅠⅠとも沖縄本島北都奥官有林内であるが,調査地 Ⅰは 51林班い,ろ小姓に,調

査地 ⅠⅠは 49林班へ,と小社に設けた｡(位掛 こついては 第 1図 参,T桁)
退P岬 地質は古生紀粘板岩で,土壌は埴土である｡調査地 Ⅰは

北西と南東の傾斜面をもち,南西から北東にかけて綬傾斜

しており,標高は 70-170m,海岸からの拒雛は 1km前

碧 後である｡ pHl)は 24箇所の測定結果からほ,4.0-5.0
盈

の間にあり,4.0が 1箇所,4.5が 21箇所,5.0が2箇

所であって 4.5が殆んどである｡

含水率2)は,0.91-3.8170の範囲内にあり,平均2.1770

加 である｡

第1図 位 挺 図

有機質3)は,0.97-3.760/Oの範囲内にあり,平均2.4770

である｡

本調査地は,大正 10年播種造林によって成林 した所で

あるが,その後何等の手入れもなされず現在に至るまで放

置された所である｡

尾根筋の殆んどは琉球竹が浪生 し,西南部は特にその混

生状態がひどくリュウキュウマツの生育に相当の被害を与

えている｡中腹から谷筋にかけては琉球竹少く広兼樹との

混交状態を示 し概 して良好な生育をなしている｡唯,谷筋

近くの広葉樹は相当の樹高成長を示 し,その上樹冠を相当

に拡げて他の樹木の生育を妨げているのも見受けられた｡

調査地 IIは,北東と南西の傾斜面をもち,南東から北

西にむけて緩傾斜 しており標高は 200m 前後,海岸から

の拒雛は約 2km 前後である｡

pH は,6箇所の測定結果からは,5.4が 5,5.6が 1

で殆んどが 5.4である｡

含水率は,3.18-4.5770の稲田で平均 3.87%,である｡

有機質は,10.00-17.00% の範囲で平均 14.9170である｡

本調査地は,1950年度経営案編成の際は,森林調査簿に広柴樹料地 として記載されていたものが,

1960年度第2次編成の際, リュウキュウマツと広柴樹の混交林となったもので,その成因については

不評であるが,天然下種によって生育 した箇所の如く推測される｡

本調査地には,琉球竹はなく,下層にはとリュウシダが生えていて,調査地 Ⅰに較べると下層の条

件は良好である｡

以上の2調査地に最も近い奥中学校での気象観測結果を示すと第 1表の通 りである｡

1)F.H.K 簡易土壌検定器 (矢木式)を使用 して測定 した｡

2)土壌を風乾状態にし,1gの資料を乾燥器の中に入れ (1000-1060 に保つ),24時間後取出して

秤逢 し,減少量を水分重量として始めの 1gに対する yoを求めた｡

3)風乾土塊 0.2-0.3gをとり, 就薬として, クロム硫酸 (0.4N), 硫酸'B一秋アンモニヤ溶液

(0.2N)Diphenylamin溶液を用いて測定 した｡(測定方法は略す)
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第 1衷 気 象 観 測 値

1.降 水 塁 (mm)

月年
183.6

359.6

94.5

114.7

148.3

183.6

290.2

209.6

274.8

278.4

130.1

164.2

162.0

130.8

97.7

297.3

343.9

102.7

105.9

562.1

5

466.5

301.8

236.1

339.1

127.6三キ撞 -_:

8

257.4

158.7

250.7

82.4

256.81…;二言ll.2….7.'…

2.気 温 (oC)

年

月年

3.最 多 風 向

月年 午

(於 奥中学校 北緯 26050′東径 128017つ

5 標 準 地 の 選 定

調査地 Ⅰは,傾斜によって4分 し,4個の plotを設定 した｡(第2図 参照)

各 plotの幅はそれぞれ 10m,長さは地形に応じて plot1,plot2は 80m,plot3は 150m,plot

4は 140m とした｡(高所から低所に向って plot1-plot4の順)

調査に関 しては,それぞれの長さを更に小分けして 10mXIOm の区画毎に調査を行なった｡

調査地 ⅠⅠは 49-,との中央部と思われる箇所に 20mX20m の plotを北東傾斜面と南西傾斜面

にそれぞれ1つ,計 2つを設けた｡(plot5,plot6)後日,plotを追加 して調査するとともに,plot5,

plot6についても調査不充分の点を補足 したいと考えている｡

各 plot毎の傾斜角は,plot1-plot5は 300,plot6は 350である｡

標準木は,調査地 Ⅰでは,マツは胸高直径を4つの級に分けて各級より2本ずつ,広葉樹はplotl,

plot3は2つの級に分けて各級より1本ずつ, plot2,plot4は3つの級に分けて各級より1本ずつ,

調査地 ⅠⅠでは,マツ,広葉樹共 3つの級に分けて各級より1本ずつ Urich第 ⅠⅠ法によって選定 し,

0.3m を基準にして伐採 した｡その各位測定値は第 2表に示 してある｡



リュウキュウマツ跡の地業に関する研究 1

第2襲 模本の各種測定個

295



296 砂 李

6 樹種および立木本数

plot毎の毎木調査の結果および径階別 ha当本数は,第 1,4,5,6表の通 りであるが,広葉樹はオ

キナワシイ (イタシイ),イジュ,ザツに大別 して掲上 した｡

調査地 Ⅰにおいてはザツも樹種毎に調査 したが, 調査地 ⅠⅠにおいては省略 した｡ (後 日機会を得

て調査 したい｡)

調査地 Ⅰにおける広葉樹の出現数はシィ,イジュを含めて次の通 りである｡

Plotl ･27柾 plot3 29柾

Plot2 23位 plot4 38位

全 体 49榎

なお,plot毎の広葉樹を本数の多い順 序に 10位ずつ並べると,

Plotl. オキナワシィ,ヒメユズ リ-,コバンモチ,ホソバシャリンバイ,シバニッケイ,ナカ-

ラクロキ,ギーマ,タブ, リュウキュウモチ,シシアクチ,

Plot2. シバニッケイ,オキナワシィ,コバンモチ, ヒメユズ リ-,ギ 1マ,タブ,ホソバシャリ

ンバイ,ナカハラクロキ, シシアクチ, イジュ,

Plot3. シバニッケイ,オキナワシィ,ギーマ,タブ,コバンモチ, ヒメユズリハ,ナカハラクロ

キ,ホソバシャリンバイ, リュウキュウモチ,アデク,

Plot4. オキナワシィ,ナカ-ラクロキ,イスノキ,タブ,エゴノキ, シバニッケイ,ホソバシャ

リンバイ,イジュ,アカミズキ,オオシイバモチ,

調査地 Ⅰ.シバニッケイ,オキナワシィ,コバンモチ, ヒメユズ リ-,ギーマ,ホソバシャリンバイ,

(全体) タブ,ナカ-テクロキ,イジュ, イスノキ.

となっている｡

つぎに,第 5,6表より直径階別本数分配L:1.日線図を面 くと第 3,4図の通 りである0

第 4図によると広葉樹は興令林の一般形を示すが (逆丁字形), リュウキュウマツは輿令林ではある

が,同令林の分配曲線に似た所の曲線形を示 している｡ ただ, その最頻値は,4-42cm の範囲で 10,
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本 本

計

本

12cm にあって,その曲線は,右に長く尾を引く所に特長があるように思われる｡

胸高直径を増すごとの累積本数歩合 (ro)は第 7表の如くなるO

第 7表によると, リュウキュウマツでは本数の 5070は 12cm 以下にあり, 22cm 以下で 9070,

24-26cm までに 9570の割合を示 し,24,26cm ない し38-42cm の直径級は 570である.広葉

樹は 6cm 以下で大草を占め,10-12cm で 9070の本数歩合を占め,14cm までに 9570の割合を

示 し16cm ない し22-26cm の値径級が 570となっている｡

調査地 Ⅰでの広葉樹の混交歩合は,

シバニッケイ 20.270 ギーマ 6.9% イジュ 2.470

オキナワシイ 17.970 ホソバシャリンバイ 6.370 イスノキ 2.170

コバンモチ 9.970 タブ 6.270 その他 14.49も

ヒメユズリハ 8.570 ナカハラクロキ 5.270

となっていて,オキナワシィ,イジュの広葉樹全体に対する本数割合は約 2070であるO

調査地 ⅠⅠでは,オキナワシイ 24.270,イジュ 9.670,ザツ 66.2% となっており,両樹種の全体
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第4衆 各棟準地侍の柘木調査結果衆 (虞薬樹)

--＼華 査地一一■-㌔ I ⅠⅠ

4¢m 157本 88本 119本

6 118 100 176 122 61 85
8 30 54 85 63 42 41
10 18 32 35 54 32 25
12 9 15 19 17 30 21
14 8 6 18 ll 14 10

16 5 3 9 610421 102 ,01 8

18 5 2 4 6
20 1 2 1

2224-26 2 1 1

第 5表 調査地帝径階別 ha当本数 (マツ)

証.調査地 Ⅰにおける奇数胸高直径は2分 して上下偶数直径に夫々繰上繰下をな し

た ｡
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第 3図 直径階別本数分配曲線図 (ha当)
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和
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第 4図 直径階別本数 歩 合 分 配 曲 線 図 (ha 当 )
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第7表 直径階別累積本数歩合 (ro)

広 葉 樹

43.4
71.8
84.1
91.5
94.8

97.0
98.2
99.3
99.6
69.3

100.0
100.5

301

註.最後の累積歩合が 10070にならないのは, 各令階毎の数個を小数点以下

2位で4捨 5人 した結果である｡

に対する本数割合は約 3570である1)0

次に,リュウキュウマツの全体 (マツと広葉樹の全本数)に対する本数の割合は,

調査地 Ⅰでは, リュウキュウマツ 18.Ore,広葉樹 82.070,

調査地 ⅠⅠでは, リュウキュウマツ 6.670,広葉樹 93.470となっているo

更に,調査地 Ⅰについて (調査地 ⅠⅠは未調査)広葉樹の径級を 10cm 以下,10-14cm,14-18

cm,18-22cm,22cm 以上に分けて考察すると,22cm以上の直径をもつものはオキナワシイだけで,

18-22cm の範囲の直径をもつ樹種は,オキナワシイの外,コバンモチ,イジュ,14.-18cm は前記

3樹榎の外にシバニッケイ,タブ,10-14cm は前記 5樹種の外に ヒメユズリ-,ホソバシャリンバ

イ,ナカハテクロキとなっていて,ギーマ,イヌマキは 10cm 以下となっているO

つぎに,plot1-plot4共幅 10m で,長さは地形に応 じてそれぞれ 80m,80m,150m,140m

となっているが,長さも 10m 毎に区切って, 10mXIOm の区画毎に調査 してあるので, この区画

が全部で 45個ある｡ この 45の区画に対 して広葉樹の出現区画数 (恒産度)を調べた結果は第8表

に掲げてある｡(出現区画数 10以下は省略 した｡)

こjlによると,混合歩合はシバニッケイ,オキナワシィ, コバンモチの順であるが,恒在度は,オ

キナワシィ,シバニッケイ, コバンモチの順となっていて,オキナワシイの分布の一様性とその広さ

を示 している｡

1)沖縄本島北部では広葉樹の うちオキナワシィ, イジュを有用樹種 と しているので,広葉樹をオキ

ナワシィ, イジュとザツに分けて考察 した｡ 唯 し,リュウキュウマツの下木 と して イジュは奨励

されると して も,オキナワシイが有用であるか否かは検討の余地があるであろう｡
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第 8案 下木 (広葉摘)の恒在度

樹 種

オキナ ワ シイ

シバ ニ ッケ イ

コバ ンモチ

タ ブ

ナ カ- ラクロキ

ギーマ

ヒメユ ズ 1)-

イスノ キ

ホ ソバ シャ リンバ イ
イジュ

リュ ウキュウモチ

シシア クチ

アデ ク

ア カ ミズ キ

出 現 区 画数

7 年

榎 在皮 (ro)

;

91

80

73

73

69

67

67

44

40

31

31

27

24

竺

混交歩合 (ro)

令

興令林の平均林令について,三静博士4)は, 常緑広葉樹林の林令を査定すると,材横令と断面積令

は近似 してお り,材横令はやや商いが,本数令は著 しく小である｡林令としては断面積令が査定も容

易であるからこれを採用するのが適当であろう｡ 幼壮令林では連続的な年令の分配による異令林であ

るため,各林令は伐採後の経過年数より小である｡ と述べておられる｡

調査地 Ⅰは,森林調査簿 (1950年度)によると 1921年に リュウキュウマツの人工下位を行なっ

ているので,経過年数は 38年となるが (調査当時),標準木の解析の結果からはリュウキュウマツが

23.-38年,広葉樹が 18.-38年となっている｡

調査地 ⅠⅠは,森林調査簿 (1950年度)によると広葉樹林となっているが,現在 リュウキュマツの

混生 しているところから察すると天然下穐 (あるいは人工下穐)によって生立 したものと考えられ,

更新は標本の年令からして調査地 Ⅰと余 り年度は変らないものと想像される｡故に,経過年数は大凡

39年位でないかと思われるが, リュウキュウマツは,24-39年,広葉樹は 15.-36年となっている｡

これを Plot毎に観察すると第 9表の通 りである｡

第 9衆 Plot蒔リュウキュウマツおよび広葉樹の樹令範閉
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今,標本の年令より平均杯令を求めると,第 10表の如くなる｡ (表中 x は伐採後の経過年数を示

す)

第 10表 平 均 林 令

平 均 林 令
調査地番号 種 別

And'reの本数令

Loreyの両横令

Blockの材積令

And'reの本数令

Loreyの両横令

Blockの材積令

リュウキュウマツ

33.3年-0.88x

35.4年-0.93g

36.8年-0.97.T

33.0年-0.85∬

36.1年･･･0.933

36.8年-0.94∬

広 葉 樹

29.7年-0.78g

32.3*-･0.85x

32.9年･･･0.87.T

26.3年-0.67g

31.3年･.･0.80x

32.0年-0.82∬

第 10表によると,本数令は他の林令より低くなり,又,広葉樹の林令はマツ林の林令に較べて低

くなっている｡

三尊博士も述べられている通り,本数令は係数の変化が著 しいので,両横令を採用する事が望まし

いと考えられるが,上木であるマツ林に対 しては,簡単な平均林令0?求め方としては本数令を採用 し

てもさして不都合はないであろう｡

つぎに,マツ林の林令の範囲がかなりあるが, これはリュウキュウマツ林と広葉樹の混交林施薬に

対 して注意を要する点であろうと思われる｡低樹令の小径木が未だに成長を続けているのは,その環

境によると考えられるが,経済的には生立の価値がないであろう｡

例えば,大宜味朝栄氏によると3年以内,大山保表教授の調査された箇所は年令鶴間が 7-12年生,

又,筆者の調査 した例では,今帰仁村有林と与郷私有林において,その聴視が 17-21年生となって

いる｡唯,.上記の例は同令の単純林とみられるもので (今帰仁村有林のマツは下水として広葉樹が生

育 しているが,広葉樹の樹高は全部 リュウキュウマツの樹高以下である)本調査地の如き林相をもつ

林分 (広葉樹も上水として生立 している)とは若干趣きを異にすると思われるが,普通のマツ林は年

令の範囲を,大体5年位とみることができるであろう｡ 故に,マツの年令の差が 15年もあるという

ことは,現に小径木の枯死木も若干見られるので,現在生育を続けている低樹令の小径木もやがては

枯死するに至ると考えられる｡

故に,広葉樹との混交林造成を目的とする場合には,下種更新後の保有を充分に行なうべきであろ

う｡

8 草木成辱-･マツについて

1) 総生 長 成長開始期およびかんまんな時期を第 1期,成長の旺盛な時期を第2期,成長の襲え

る時期を第 3期とすると,調査地 Ⅰでは,樹高成長においては,第 1期は単木的に観察すると,第 2

期と区別のつかないのが多いが,全般的に5年までとみることができるであろう｡ 第2期以降は,倭

勢木 20m 前後,普通木 15m 前後,劣勢木 10m 以下と大別 して考えると,優勢木は第2期は 35

年まで続き,第 3期は35-40年からと推定 される｡普通木は第 2期が15-25年まで,第 3期が 15-

30年より,劣勢木は第 2期が 10-15年まで,第3期が 10-15年からと観察される｡

値径成長は,.第 1期は5年まで,第2期は殆どが 15年まで,第 3期は 15-25年から,材横成長

は,第 1期は 5-10年まで,第 2期は優勢木は 30-40年まで拭 くと思われるが,劣勢木は 20-25
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牢で既に第 3期に入るものと観察される｡

調査地 ⅠⅠでは,樹高成長は 15m 前後と 10m 前後の二つに分けて考察すると,前者では第 2期

は 20年繭後まで,第 3期は観察 し難い｡後者では,第 2期は 10-20年まで,第 3期は 15年前後

からと観察される｡調査地 Ⅰと同様に第 1期と第 2期の区別は判然としない｡値径成長,材横成長は

調査地 Ⅰと同様の結果が表われている｡

2) 連 年 成 長 お よび平 均 成 長 連年成長量最大の時期は,調査地 Ⅰでは,樹高において,10

年以下が 7070,15-20年が 3070,胸高蔭径は,15年が最も多くて 52%,10年以下が 31%,残 り

は 15-25年となっている.材横は,全体の 50% が 38年までに現れている.

調査地 ⅠⅠでは,樹高は 10年以下が 50%,残 りは 15-20年となってお り,胸高直径は 10年が

8070,残 りは 15-20年となっているo材積は観察されない｡

つぎに,平均成長量が連年成長量を上廻る時期は,調査地 Ⅰでは,樹高は5年が 7本,10-15年

が 13本,15-20年が6本,20-25年が 3本で,胸高直径は 10-15年が 8本,15′-20年が 17本,

20-25年が 3本,25-30年が 1本となっており,材横は 15-20年が 1本,20-25年が5本,25-

30年が5本,30.-35年が2本,35-40年が 2本で残 りの 14本は観察できない｡

調査地 ⅠⅠでは,樹高は 15年以下が 3本,15-20年が 1本,20-25年が 1本で,胸高檀径は 10-

15年が 3本,15-20年が2本,20-25年が 1本となってお り,材積は20-25年が 1本,30-35年

が 2本,35年が 2本,(内1本は推定)残 りは観察されない｡

9 林 木 成 長

標準木の材横より各 plot毎の材横を求め,ha当り相宿に換算すると第 11表の如くなる｡

第 11表 標準木より算出 した ha当り材横および本数

リュウキュウマ ツ

材 積

m 8
63.324
85.432
122.983

132.720

101.1

118.

52.98
85.5

Plot番号
広葉 樹

材 積nl8
74.836
110.175
68.955
85.302
84.8
214.7775
198.6
206.7

本 数

4,750
4,500
4,373
3,192
4,209

-7,000

7,900

ここで,標準木の計算直径と伐採木砥径を比較すると第 12表の通 りである｡

第 12表でみると,伐採木の厄径は計算直径より殆どが小さくなっている｡(特に リュウキュマツ)

調査地 Ⅰでは,輪尺で標準木を選んだが,調査地 Ⅰの結果より,調査地 ⅠⅠでは,直径巻尺を用

い,計算甫径よりも少 し大きめに標準木を選んだが,矢張り結果は計算同径よりも伐採木の同径が小

さくなっている｡ この事は,特にリュウキュウマツにおいては,伐採後に樹皮が剥げる事と, 円板測

定の際縦溝の測定を したりすることに起因するものと考えられる｡

今,調査地 Ⅰのマツ標本 29本より三変数材積表を作製 し,第 5図の樹高tHl線図より各置径に対す
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第 12表 標準木の計算直径と伐採木直径此腰衣

305

Plot樹種直径 1 2 3● 4 5 6計算 伐採木 計算 伐採木 計算 伐採木 計算 底 採木 計算 伐採木 計算 伐採木

マ ツ cm em em cm Cm Cm cm em Cm Cm cm cm6.3 5.29 7.9 6.71 8.5 7.34 9.8 10.43 9.0 8.24 9.4 8.4

′′ /′ 6.ll // 7.14 ′′ 7.59 // ll.2013.8.12.6612.6 ll.28

′′ 9.1 7.8 10.9 10.3412.1 10.6615.6 15.1325.5 24.1421.5 20.08

′′ /′ 9.28 ′′ ′′ 10.74 ′′

′′ 14.9 13.4 15.6 14.3115.1 15.6820.2 19.62

// /′ 13.42 ′/ 14.33 ′′ 13.47 ′′ 19.38
/′ 25.0 22.1420.7 18.1820.7 18.7029.2 26.0 5

′′′′ ′′20.34 /′31.0 18.6528.37 /′27.73

広葉樹 5.2 5.36 4.0 3.98 6.4 6.57 4.0 4.03 4.1 3.97 4.05.8ll.6 3.995.58ll.24

// 9.8 9.33 5.6 5.56 9.8 9.70 7.6 6.76 6.9 6.81

第 5図 樹高曲線図 (マツ)

○ 調査地 Ⅰの標本

× 調査地 ⅠⅠの標本

ヱ 4 6 8 1O Lユ 14･ J6 柑 10 ユユ エキ ュE LTTL

第 6回 樹高曲線図 (LH)

○ 調査地 Ⅰの標本

× 調査地 ⅠⅠの標本

る樹高を定めて,plot1-plot6の材横を求め ha当り材横に換算 したものと,熊本営林局発行の広

葉樹立木幹材々横表を使用 して,第6図の樹高曲線図より各値径に対する樹高を定めて,plot1-p一ot

6の材横を求め ha当り材横に換算 したものを掲げると第 14表の通 りである｡

第 12表と第 14表より,調査地 Ⅰにおける ha当幹材積は, マツが 120m3(5770),広葉樹が
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90m 3 (43a/o),計 210m3,調査地 ⅠⅠでは,

マ ツが 90m8 (30a/o), 広葉樹 が 210m3

(7070),計 300m3 となる.

つぎに,直径階別 ha当幹材横は第 15表

の如くなる｡第 14表のグラフを蘭いて観察

すると,I.(.0線は正規仙組に近似 した傾向の分

布を示すが (双峯型分布を示すのがあるが),

最頻値は調査地 Ⅰでは,マツは 18cm,広葉

樹は 6cm,調査地 ⅠⅠでは,マツ 22cm,広

葉樹 12cm となっている｡

なお,胸高直径を増すごとの累積材橿歩合

は第 15表の通りである｡

第 14表 直径階別材横 (ha当)

第 13嚢 材概表使川に よる hとl当 り村税

第 15表 直径階別累積材 横歩合(ro)

リェ ウキュ ウマ ツl 広 葉 樹

IE I I

4680246802468024680211111222223333344

計

m8
0.0775

0.933

3.598

6.916

;:375;…i75..冒喜751≡:喜…喜三

14.3043

17.6751

12.2634

7.905

ll.5555

10.186 曇 5251…三≡三…≡

三 二千十二千三

123.4348191.8563191

m S

12.1613

23.1775

24.9563

30.9938

43.095

28.98

29.43

17.05

2.6988

3.325

第 15表によると,調査地 Ⅰで,マツは最頻値の 18cmで累積材橿歩合は 5070を示 し,26cm で

8370となっており,広葉樹は,10cm で 5070,16cm で 8370となっている.調査地 ⅠⅠでは,マツ

は 22cm までに 5070を示 し,26cm で 8670,広葉樹は 12cm までに 5070,16cm で 8970の歩

合を示 しているO
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第 16裏 技集材機,枝条率および枝下高率

枝

307

広 樹

10 枚 零 .材 積

各標本の枝集材概は Ⅹylometerによって求積 したがその結果は第 16表の通 りである｡

杖条率は,マツが範囲 3.59-34.4970で平均 15%,広葉樹が範囲 2.37-32.6270で平均 18.5

70となっている.
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枝条率 と枝下高率, 年令, 胸高直径及び樹高との関係を図示すると第 7.-第 10図の如 くなるが,

一般に枝粂率は上記 4因子 とは負の相関々係があるように観察される｡唯,マツの場合年令において,

その増加に伴なって正の相関々係を示 している｡
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40
昇今(早)

今,年令 と枝下高率の関係をみると第 17表の通 りであるが,年令に対する杖下高率は,マツの場

合年令の増加に伴なって枝下高率はい くらか低 くなるが殆

んど一定であ り,広葉樹は 30年が最大でその前後は低 く

なっている｡

以上の事か ら, リュウキュウマツは枝下高率が大きくな

るにつれて枝条率は小 さくな り,年令の増加に伴なって抜

条率は大 きくなるが,年令の増加に伴な う枝下高率は略一

定 しているとい う事がいえる｡

11 考 察

1) リュウキュウマツの施業に関 して,史的考察をなす

と,次のようにまとめられる｡

第 17表 令階別枝下高率

0.64
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i) 従来は,下位更新が重視されて釆たが,最近は,植樹造林も考えられてきているl)｡なお,下位

更新は人工下種更新に主体をおく｡

ii) 下種更新の際は,密植 し,発芽を揃え,広葉樹や肥料木との混交を図る｡

本数は,ha当り4,000本,又は 4,500本,あるいは,ha当り21の粒子を 6,000穴に1穴 15.-

20粒程度下位 し,20年生で,3,000本の立木本数を期待する｡混交歩合は 6:4か 7:3にする｡

天然下種のための母樹は,平地で 50本,傾斜地では 70本とする｡

混交樹柾は, ソウシジュ,ヤラボ,モクマオウ,ヤマ-ンノキ, タイワン-ンノキ,イヌマキ,イ

ジュ,シャリンバイ,モッコクがよい｡柾子は,秋に採取する｡

iii) 植樹造林は,2.-3回の床替をした 1年生苗木を,11月から翌年の1月までに造林する｡

iv) 播種造林は火入れ地桁えがよい｡

Ⅴ) 保護樹帯をおき孔状皆伐をおこなう｡1950年経営案編成時は,孔状皆伐の両横は,直径 50-

100m で,その外側に 10m 幅の保談樹常を置くことを考慮 していたが,1960年には,尾根部に幅

20-40m の保護樹帯をおき,地形により 2-5haの皆伐を行なうように定めてある｡尚,保護樹骨

の施業は,択伐作業を行ない,択伐歩合は蓄積の 10-3070とし,直径 20cm 以上の用材を伐採する

ように定めている｡

vi) 従来の伐期令は,40年であったが,現行 (1960年)の経営案では,伐期令鞘を設け 25-40

年と定めてある｡民有林では,マツ林経営の目標を,パルプ原木用材生産におき,伐期 20年を予定

している｡

2) 現在 リュウキュウマツは,大面横の造林地はなく,小面積に 20年生前後の樹令のものが,殆

ど単純杯として生育 している｡

3) 奥官有林の2調査地での調査結果について検討するとつぎの通 りである｡

i) 調査地 Ⅰでは,pH は平均 4.5,含水率は,0.91-3.81繋,の範囲で,平均 2.1770,有機質は

0.97-3.7670の範囲で平均 2.4770であり. 調査地 ⅠⅠでは,pHは平均 5.470,含水率は, 3.18-

4.5770の範囲で平均 3.8770,有機質は 10.00-17.0070の範田で平均 14.9170である.

降水量は,年 2,000mm を越え林木の生育には充分である｡

最多風向は,年間を通じ北東であるが,成長の旺盛な時期,即ち 3,4月の最多風向を観察すると,

年によって異なっていて,北,北々東,北東,莱,南東,両々束,両々酉,酉,北西となっており,

必ず しも風向は一定 していない｡ しか し平均すると,北東が一番多く,次に南東となっているので,

局部的には,その地形に応じた保護樹種が設置されるべきであるが,一般的に奥官有林では,北東,

束,南東の方向に主力を置くべきであろう｡

ii) リュウキュウマツと広葉樹の混交林では,調査地 Ⅰでは,広葉樹は約 50軽が混交 しており,

立木本数は,オキナワシィ,シバニッケイ,コバンモチが仝広葉樹本数の 50% を占め,イジュは僅

かに 2.570であるo

調査地 ⅠⅠ.では,オキナワシイ 24%,イジュ 1070である｡

リュウキュウマツと広葉樹の ha当本数は,マツは,調査地 Ⅰが 940本的,調査地 ⅠⅠが 530本

約,広葉樹は,調査地 Ⅰが 4,200本約,調査地 ⅠⅠが 7,450本約であり,その本数歩合は,調査地

Ⅰでマツ 1870,広葉樹 ･8270,調査地 ⅠⅠでは,マツ 770,広葉樹 9370である.

直径階別本数分配曲線は,広葉樹は逆丁字形を, リュウキュウマツほ,正規型に近い曲線形を示す

が,直径階の大きい方-長く尾を引いている｡

1)葬温が苗植えより釆植えを奨励 したのは,長大材生塵が目的であったからと推察されるが,利N:J'
面よりの伐期低下が呼ばれている現在では,保育の手数が省ける植樹造林が考慮されるのも当然

かと思われる｡
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iii) ha当り材酷は,調査地 Ⅰでは, マツ 120m3,広集樹 9Om3で計 210m3となり,その混交

歩合は,マツ 5770,広柴樹 4370である｡調査地 ⅠⅠでは,マツ 90m8,広葉樹 21Om3で計 300m註,

混交歩合は,マツ 3070,広葉樹 7070である｡

直径階別 ha当幹材横は正規曲線に近い分布を示すが (双峯型分布形もある｡),調査地 Ⅰでは,マ

ツは 4-42cm の範囲で 18cm,広葉樹は,4-26cm の範囲で 6cm に,調査地 ⅠⅠでは,マツは4-

36cm の腰間で 22cm,広葉樹は 4-22cm の腫関で 12cm に夫々段頻値がある｡

iv) 調査地 Ⅰは,林令範囲が,･マツは 23-38年,広葉樹が 18-38年,調査地 ⅠⅠでは,マツが

24-39年,広葉樹が 15-36年となっていて,両方合せて考察すると,林令範日射まマツが 15年,広

葉樹は 20年となる｡

平均林令は,両横令セあらわ した方が良いと考えるが, リュウキュウマツは,簡単には本数令を採

用 しても良いであろう｡

一般に,材輯令,両横令,本数令の順に,成立後の経過年数に近づくが,マツと広集樹の此戦にお

いては,マツが広葉樹に椴べて高次の平均林令を求めうる｡

平均林令と経過年数の相関において,マツの本数令と広葉樹の材横令が略等 しい関係式を示 してい

る｡

マツの下種更新による広葉樹との混交杯は,放置すると林令範囲の広い林分になると考えられるの

で,更新後の保有を充分に行なって,マツの形質成長を向上させるべきであろう｡

Ⅴ) 総成長は,樹高では,調査地 Ⅰにおいて優勢本 20m 前後,普通木 15m 前後,劣勢木 10m

以下として犬別 して考えた場合,第 1期は5年まで,第 2期は優勢水が 35年,普通木 15.-25年,

劣勢木 10.-15年,第 3期は優勢木 35-40年より,普通木 15-30年より,劣勢木 10-15年から

となってお り,調査地 ⅠⅠでは 15m 前後と 10m 前後に区分 して考えた場合,第 1期は5年まで,

第2期は前者が 20年,後者は 10-20年,第 3期は前者は観察できないが後者は 15年前後からと

なっている｡

直径成長は,調査地 Ⅰ,ⅠⅠ共,第 1期は5年まで,第 2期は 15年まで,第 3期は 15-25年から

となっている｡

村境成長は,第 1期は 5-10年まで,第 2期は優勢木は 30-40年まで続 くように考えられるが,

劣勢木は 20.-25年で第 3期に入るように観察される｡

連年成長は,樹高では 10年前後,直径は 15年以下で,半分以上の標本が最大値を示 し,材横は

40年前後で約半分の標本が最大値を示す｡

平均成長量が連年成長量を上回る時期は, 半分以上の標本が,樹高においては 15年まで,直径に

おいては 20年まで,材横では 40年までにあらわれている｡

以上の考察より,樹高の低い劣勢水は既に成熟期を経過 して,唯生育 しているにすぎず,成長量の

増加はかかる樹木からほ期待できないであろう｡

vi) 枝条率は,マツが 3.59.-34.4970の鳩組で平均 15% 的,広葉樹が 2.37-32.62% の範囲で

平均 1870約である.

枝条率と枝下高率,年令,胸高直径及び樹高との関係は,一般に負の相関々係があるが,マツは年

令において正の相関々係を示す｡尚, リュウキュウマツは枝下高率が大きくなるにつれて枝条率は小

さくなり,年令の増加に伴なって枝条率は大きくなるが,広葉樹は枝下高率が大きくなるにつれ,年

令が増加するにつれて枝条率は小さくなる｡

年令と枝下高率の関係は,マツは年令の増加に件なって杖下高率はいくらか低くなるが,殆ど一定

であり,広葉樹は 30年が敢大でその前後は低 くなっている｡枝下高率の平均値は,マツ,広葉樹

共6570約である｡
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本調査は, リュウキュウマツと広葉樹の混交林において, リュウキュウマツの施業法を明らかにす

るために行なったものである｡

まず, リュウキュウマツ林の地業に関連する事項を,琉球において発表された種々の文献から引用

して史的考察をな し,ついで本調査の結果をまとめてみた｡

1) 現在までに考えられてきていることは次の通 りである｡

i) 更新は下榎更新に重点をおき,植樹造林も考慮すること｡

ii) 密植 し,広葉樹や肥料木との混交を図る｡

iii) 保護相帯を設け,孔状皆伐をなす｡

iv) 伐期命は 25.-40年とする｡

2) 本調査の資料は,奥官有林の2調査地から取ったもので,下水として約 50位の広葉樹が混交

してお り,杯令は調査地 Ⅰが,マツ 23.-38年,広葉樹 18 -38年,調査地 ⅠⅠがマツ 24-39年,

広葉樹 15.-36年の梅田で,平均林令はマツが 33年 (本数令)広葉樹が 32年約 (面積令)である｡

立木本数は,調査地 Ⅰがマツ 940本, 広葉樹 4200本, 調査地 ⅠⅠがマツ 530本,広葉樹 7450

本で,ha当り材横は調査地 Ⅰがマツ 120m3,広葉樹 90m3,調査地 ⅠⅠがマツ 90m3,広葉樹 210m3

である｡

3) 調査の結果次の事が考えられる｡

i) 保護樹常は,奥官有林では北東,莱,南東の方向に主力を置くべきである｡

ii) リュウキュウマツの成立本数を高め,下水としての広葉樹は,有用樹租や肥料木の育成に努め

るべきで,そのためには前生樹の新芽更新にのみ依存せず,積極的に有用広葉樹や肥料木の植樹を行

ない,更新後の保育作業を充分になすべきである｡

iii) リュウキュウマツの劣勢木は,唯生育 しているに過ぎず,成長量の増加は認められないo故に

広葉樹との混交林造成には,マツの年令昭園を小さくすべきで,常に上木として育成することが望ま

しい｡

iv) 伐期令は,20-40年で適当であろう｡ 特に,パルプ用材生産のためには,20-25年の伐期で

良いと考える｡

若 し,中林作業を行なうとすれば,上木 (マツ)40年,下水 (広葉樹)20年の伐期令で皆伐作業

を行なえば良いのでないかと考える｡

Ⅴ) リュウキュウチクの混生 している所は,林木の生育が阻害されているので,その排除に努力す

べきである｡
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R占sum6

Theresearchwasmadetodetel.minethemanagementalpracticesoflb･ukyu-Matsuinthe

mixedforestof血epineandbroad-leavedtrees.

TheauthorreviewedvariousliteraturesthatpublishedintheRyukyusonthemanagement

ofRyukyu-Matsuforestsanddiscussedinthehistoricalviewpoint,anddescribedtheresultsof

thisresearch.

1. Pointsthathavebeenconsideredforitsmanagementareasfollows.

a. Forthereviewalofplantgrowtll,importanceshouldbeattachedtotheseed-shedding

andnaturalsprouting,butartificialplantingshouldbeconsidered.

b.Treesarebettertobecloselyplanted,andbroad-leavedtreesincludingsoilimproving

treesarebettertobemixed.

C. Shelterbeltsarebettertobeestablishedandgapclearcuttingistobepracticed.

d.Finalageofthetreesistobe25-40years.

2.Thedataofthisinvestigationweretakenfrom twostandsinOkuNationalForest.Where

areabout50speciesofbroad-leavedtreesmixedwiththepinetreesastheunderwood･

Thcagesofthepinetreesrangefrom 23to38years,andthoseofthebroad-leavedtrees.

fr｡m 18to38inthestandI;andinthestandlI,thoseofthepinetreesfrom24to39,

andthoseofthebroad-leavedtreesfrom 15to36.Theaveragenumberageofthepine

treesin33yearsandtheaverageareaageofthebroad-leavedtreesin32years.

ThenumberofthepinetreesintlleStandIin940,andtllatOfthebroad-leavedtrees

in4200;andinthestandII,tll.atOfthepinetreesin530,とIndthat()fthebroad-leavedtrees

7450.Thevolumeofthepinetreesperlュainthestandiis120m3,andtllatOfthebroad-

1eavedtreesin 90m3; and inthestandII,thatofthepinetreeis90m3,andtllatOfthe
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broad-leaved trees is 210 m3
•

3. As the result of the investigation, the following practices are suggested.

a. In Oku National Forest, shelter belts should be nlade principally, in the directions of

north-east, east and south-east.

b. The number of the pine trees should be increased, and useful species including soil

improving trees of broad-leaved trees as the underwood should be encouraged to

grow. To improve the forest in that way, useful broad-leaved trees should be

artificialy planted without relying upon regeneration by sprouts of advancely grown

-trees. And tending of trees after regeneration should be actively done.

c. Poor trees of the pine are just living and the increment of growth of them are not

recognized. Therefore, the age of those in the mixed forests with broad-leaved trees

should be limited to certain short period to produce overwoods.

d. The final age of the pine is considered that 20-40 years are proper. Especially for

the production of pulp wood, the final age of the pine is best considered to be 20

25 years. If coppice with standard system is to be practiced, it is best considered to

give 40 years for final age of the overwood (the pine) and 20 years trees.

Forests where Ryukyuan bamboos are growing, the growth of trees is kindered; therefore,

efforts for the control of thel11 should be made.


